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The Setup of the Apparatus 

a and b: rubber magnets 

簡便な帽無泳動装置を用いたタンパクの等暗点晴無泳動法

西沢秀幸，村上文子，林直子，阿部芳膿

〔日本薬学会第 104年金（1984年3月，仙台）で発表〕

〔目的〕 前報の電気泳動システムの有用性一一等電点電気泳動法への応用一ーを示す。

〔実験〕 純水中に浸して保存しておいた FRPゲルフィルム (15mm×90mm×0.5mm）に両

性担体（pH3-10, 10 μl, pH 4-6.5, 15 μl）を塗布し，試料をのせて陽極に1/100M イミノジ酢

酸・陰極に 1/lOMエチレンジアミンを用し、て 1200Vで1時間電気泳動した。泳動中に多量の

熱が発生するため，冷却槽に氷水を満たし充分冷却した。泳動終了後のゲルフィルムは 12% ト

リクロル酢酸ーメタノール溶液で、3分間タンパクの固定および両性担体の除去を行ったのも， 0.2

%ブロムフェノールブルー溶液で5分間染色し， 5%酢酸溶液中で脱色後風乾して保存した。

〔結県・考察〕 従来の薄屑ゲルと比べ，支持体があるため機械的に丈夫であると同時に寸法安

定性が良いため，泳動像の比較が容易であった。一時に多数枚作成して水中に保存しておくこと

ができるためゲ、ル作成の手聞が省けた。また，装置が非常に簡単で、安価なため 1台の電源を使用

して一度に数多くの泳動が行え，両性担体の使用量も少ないので，時間・費用ともに節約するこ

とができた。 1200Vで1時間泳動したゲルの pH勾配には直線性が認められた。卵白・牛血清

においでほぼ文献どおりの泳動像が得られ，本電気泳動システムの有用性が示された。等電点電

気泳動と sos竃気泳動による二次元電気泳動法についても現在検討中であり，同時に報告する
予定である。
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